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　　　This　study　is　to　observe　the　h圭story　of　Arabic　philology　from　H　4110th　ce凱ury　up　to
the　Igth　cen撫ry，　refering　to癒e　works　of　some　of　the　important　philologists．
　　　Arabic　philology　de▽eloped　on　a　broader　basis　during　the　second　half　of　the監Abbasid
period．　The　philologis重s　of　the　subsequent　period　di（玉not　make　any　cho圭ce　between　the　theories
i無it呈ated　by　the　Ba§rans　and　Ktlfans　a鍛y　more，　but　they　exploited　either　or　bo亡h　of　them．
They　e実nula室ed，　abridgcd　and　comme批ed　oR　the　works　of　two　schools．　Th貸s　they　completed
the　codi丘c就圭on　of　Arabic　by　the　end　o　f　l　lth　century。
　　　Arabic　philology　i飢he　Arab　World　t⊂）day　is　definitely　indebted　to　them，　and　works　of
the　noted　grammarians　such　as　al－Alfiyyah　of　Ibn　M互iik（d　l274），　a1．AjurrUmiyyah　of　Ib鍛
AjurrUm（d．1322）alld　al－MufaSSal　of　az－Zamakhshari（d　l　l43）are　still　widely　studied
throughout　the　Arab　World．
　　　Arabic　lex呈cography，　on　the　other　hand　grew　to　compile重he　great　dictionary　of　al－Jaw－
hari（d　1002），　a§－Si毎的which　up　to　this　day　has　renlai聡ed　the　indispensable　companion　of
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the　Arabic　philologists．
　　　It　supplanted　all　the　lexicograph圭cal　efforts　of　the　earlier　scholars．　The　work　contains
40，000entries，　arrenged　alphabetically　according　to　the　Iast　ra（玉ical　of　a　word．
　　　It　was　abridged，　rev圭sed　or　enlarged　by　subscque鍛t　scholars．　Thus，　were　compiled亡he
famous　lexicons，　such　as　Lis互n　aL虻Arab　of　Ibn　Manzitr（d至311），　QamUs　al－Mubit　of　al．
FlrUzabEdi（d　l4至4）and　the　Taj　a1一ヒar直s　of　az－Zabid呈（d　I　790），　which　are　used　today　in　t董1e
Wes重as　well　as　in　the　East．
　本稿ではイスラム歴4世紀1西歴10働紀以降のアラビア語研究の歴史を明らかにしてみたい。
現代におけるアラビア語研究は，4110～5111世紀に完成した規範文法，および，この時期に相朗
後して完成した大辞典の編集と蔭接的な関係を保っており，文法学や辞書学の発生，および，バ
スラ，クーファを中心とする諸学派の形成，論争時代を経過したあとのこの時期の研究史を明ら
かにすることによって，アラビア語研究の一助としたい。
§1イスラムms　41西歴10’世紀になると，バスラやクーファの諸学の申心地としての地位はは
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っきりとゆらぎはじめる。両市に代って，バグダッドが，学間の申心地として発展して来たから
である。カリフは，学問，学者に保護を加え，これを取巻く諸候も，同じような行動に出た。よ
りよい生活，研究条件を求めて，学者達は，バグダッドへ集った。
　しかし，やがて，アツバース体制が弱体化して，カリフの申央集権力が弱まり，各地の封臣が
事実上の独立政権を手中のものとし，それぞれの所在する都市を，イスラーム諸学の中心地に仕
立てあげるようになると，バグダッドの学聞は，各地へ分散することになる。
　アラビア語の研究も，バスラ，クーファのそれが，バグダッドへ引き継がれ，やがて，広範な
地域へ拡散して行く。
　バスラ，クーファ両学派の論争という側颪からとらえられていた文法学も，バグダッドが研究
の中心地となり，時が経過すると共に，両者の融合が進展し，いわゆるバグダッド学派なるもの
が除々に形成されて行く6この過程によって，研究者達は，（）f）バスラ文法に依拠する者，（U）クー
ファ文法に依拠する者，㈲両派の折衷をはかる者に，色分けきれている。これ等三群が，いわゆ
るバグダッド学派といわれるものの申に含まれているとするのが従来のとらえ方であった。
　例えばMuhammad　cabd　a1－mun“im等は，バグダッド学派を，次のように整理している。1）
　　④バスラ的手法によった学者
（1）Az－zajjaji
（2）　Ib正1　as－sarrEj
（3）　Ibn　durayd
（4）Ab霞tali　as．§aff2r
（5）Mabrm互n
（6）Niftawayh
（7）Ibn　durustuwayh
H311／923
3161928
3211933
3411952
3451956
　323／934－5
3471958
◎クーファ的手法に依拠した学者
　（1）AL塙mid　　　　　　　　3051917
　　（2）A1－yazidi　　　　　　　　　3101922
　　（3）　Ibn－shuqayr　　　　　　　　　　　3171929
　　（4）Aba　bakr　ibn　a1－anb浸ri　328！939－1◎
◎折衷派
（1）　Ibn　qutayba
（2）　Ibn　kays互n
（3）A1－akhfash　a1－a§ghar
（4）　Ibn　al＿khay蕊t
（5）Az－zajjEji
（6）AI－wish浸，
276∠889
2991911－2
3151927
320！932
3251936－7
325／936－－7
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　このような学者層の分類は，Ibn　an－nadim等の分類によったものであるが，④はAl－muba－
rrid2）に薩接師事した学者であり，バグダッドで育ったとはいえ，いわばバスラ学派である。＠
は，Tha“1ab3）の弟子達で，クーファ学派と兇なして良い。従って，両派を折衷して，バグダッ
ド学派を形成することになったのは，◎に分類きれている学者達である。この中でも，Ibn　qu－
taybaa）は，その著作の一っ，“adab　a1一盆tib（書記のアダブ）の内容からみても，　Al－mubarrid
と岡様，バスラ的である。この著作自体，文法学とアダブ文学との一体化を示すものである。
Kays勧をはじめ，（i　・）　lc分類されている学者達は，イスラム歴3世紀までのバスラ，クーファ両
学派の研究成果を，選択的に，ないしは，無差別に，受け取り，「両派の混合」「」）を行ったので
あるが，4世紀に入ると，次第に，「qiy互s（尺度）を用いて，　taqdir（類推）を行い，論理学を
文法学に応用して，この規範化を完成させる」に致るのである。この方向は，明らかに，両派の
混合期を通じて，バスラ学派の勝利を意味し，あるがままの言語現象をとらえようとしたクーフ
ァ文法学の敗北を物語る。
　Ar－rummaniについて，　kana　yamzaju　n－nabwa　bi　1－mantiqi（彼は，文法学に論理学を混合
した）6）と述べられているのは，kitab　Sibawayhを土台として，論理を貫いたA1－mubarridの
手法の完成が，およそ4世紀末に実現したことを示すものではないだろうか。即ち，この時期に
なって，ki語b　Sibawayhを研究，解説を行ったAs－sir蕊fi（3681978）cA1豆ibガi譲ar－rumm互　ni
（3841994），Abu　tali　al－f蕊risi（3771987），］lbn　j　innl（39211002）などを経て，文法学の規範
化は，完成するのである。ここでは，東イスラム世界で注目すべき文法学者として，As－sirafi，
Khalawayh，　Abポali　Al－farisi，　ar－rummani，およびIbn　j　inniにっいて述べる。
　一方辞書学的研究は，Ibn　firis（39511004）とその弟子Ibn監ab嫉d（3851995）の二人によっ
て進められたが，5世紀以降辞書学はいちぢるしい発展をとげる。
　また，4世紀の西イスラム世界における文法学者Abu“ali　a1－qali（3561966～7）の存在も無
視出来ないであろう。
　△Al－hasan　ibn　tabd　a1一励as－sir蕊fi（368！978～9）は，イスラム歴270年頃の生れで，バグ
ダッドにのぼり，コーラン，文法学，辞書学，法学などを学んだ。コーランは，AbU　bakr　ibn
mujahidに，辞書学は，　Ibn　duraydにそれぞれ教えられ，文法学は，この二人から学んだ。従
って，バスラ的であったのだろう。彼は，バグダッドで法富となり，そこのAs－rusafa地区にあ
ったモスクで，50年間ハナフィー学派によるムフテ4　一一の地位にあった。彼の著作の内，最も有
名なのは，sharb　kitab　Sibawayh（Sibawayhの文法書解説）である。これは，　Sibawayhのa1－
ki城bの解説書としては，最も権威のあるものときれている。7）
　AbU　tali　a1－firisiなど同時代の学者は，この解説書に心を奮われたと伝えられている。彼に
は，このほか，shaw互hid　Sibawayh（Sibawayhの例証解説），　a1－madkhal　ili　kitab　Sibawayh
（Sibawayhの文法書入問）などがあるが，彼が書いたakhbir　an－n的wiyy短al－baSriyyiR（バ
スラ文法学者列伝）は，古来，文法学者列伝（tabaqat　an一叢的wiyyia）をものにした学者達の貴
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重な資料となっているもので，バスラ学派を知る上で，欠かせない文献である。8｝
　△Abガabd　al一瓶h　ibn　kh灘awayh　（3701980～1）は，ペルシャのHamdh乱n出身である。
「コーランをIbn　mujahid　ec学び，文法学とアダブをIbn　durayd，　Niftawayh，　Aba　bakr　lbn
a1－an砿riおよびAbU穰mar　az－zahidに学んだ。ハディースは，　M晦ammad　ibn　mukhlid　al－
tattarその他から闘いた」とあり9），又，「As－sirdfiに師事して，両学派を混合した（khalata
1－madhhabayni）」iO）と伝えられる。彼は，辞書学および，ハデースで一家をなし，メヂナでは，
ハディースを講じたこともある。
　晩年は，アレツポで，ハムダーン王朝の宮殿に出入を許され，Sayf　ad－daulaii）の被護を受け，
詩人A1－mutanabbiとしばしば論争した。
　彼の著作のなかで，最も注目されるのは，kitab　laysa（非在存の書）である。　laysaという書
名が用いられているのは，この著作中の文章が，Iaysa　fi　kal乱mi　Parabi．．．圭112．．．（．＿と
いうものを除いては，アラブの言葉に．．．は存在しない）という表現法で，統一一　＊れているた
めで，文法学に関する研究書である。
　このほか彼は，10種余の著作を行っているが，そのほとんどは，文法学，辞書学，およびコー
ランに関するもので，i’rab　thalathin　sUra（コーランの30の章のCi’rab研究）12》も有名なもので
ある。
　△Abポali　a1－f蕊risi（377！987）は，当時，バグダッドにおいて，最大の文法学者と目きれて
いた。彼の弟子達は，彼が「Al－mubarridよりも博学だ」と絶讃していた13）
　彼は，Az－zajj勾，　Ibn　as－sarrajおよびMabrmanなど，　A1－mubarridの弟子達を師に持ち，
彼等についてkitib　Sibawayhを学んだのであろう。
　彼の著作の内で，有名なものは伝わっていないが，語形論（at－tasrlf）には，造詣が深かく，
弟子のAr－rumrn2niや，　Ibn　jinniの著作1ここれが反映されている。伝承によれば，彼は“Adud
ad－dawlaM’のために，　al一照ah丘an－naりw（文法明角輩），　at－takmila　fi　at－taSrif（語形論の完成）
の二書を著わし，前者の中で，例外を示すtillEという辞詞のあとの名詞が対格になる説明（吉
来7通りあるときれているが）の内，最も有力な説rillaの意味を強よめるための先行動詞
tastathni（私は，それを例外とする）によるものであるとの説を展開した。これは，後に，　As－
suy頗等によって，支持されている。
　△tAli　ibガi瓢ar－rummani（3841994）は．ALikhshidiとか，　Al－warraqという名でも知ら
れている。彼は，アラビア語と文学にすぐれ，Al－fゑrisiやAs－sirafiの階層（tabaqa）に属し
ていた。H276年に生まれ，　Az－zajjaj，　Ibn　as－sarraj，およびIbn　duraydなどに学んだが，彼
は，ムウタジラ派に属し，「文法学に論理学を混合した」のである。これは，バスラ学派のAL
mubarridの手法を我々に憶い起きせるものである。彼の論理学と文法学との混合におどろいた
A1－farisiは，「もし，文法学がAr－rummaniの書うようなものであれば，我々のもっているも
のとそれとは全く関係ないし，もし文法等が我々の言っている通りのものであれば，Ar－rummE－
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niのやっているものは，それと全く関係がない」勘とまで言ったと伝えられている。又，　As－
suy顛は，「文法学は，　AI－farisiの言う通りのものである。一体，何時，誰が，文法学を論理学
と混舎したものがあろうか。A1－－khalilや，　Sibawayhおよびこの二人の同時代およびそれより
のちの者達の著作にそのようなものは全くない」16）とまで述べている。しかし，筆者は，As－
suy恥iのこの説は事実をゆがめていると考えている。それは，　Ar－rummaniがムウタジラ派に
属していたし，エヂプトの学者達は，「ギリシャの論理学」の影響を受けていたムウタジラ派の
文法学を，実質的には受け継ぎながら，言葉の上では，異端視していたからである。
これは，20世紀初頭まで，見られた現象で，有名な丁蕊H蕊耳usaynのal・・tayyam　IIには，ア
ズハルで，A1－mubarridのal－kEmilが，「ムウタジラ派による異端の作」として，講読禁止処
分を受けたことが述べられている。筆者は，事実は，4世紀の文法学は，「論理を貫く文法学」
が風靡していたと考えている。文法学におけるムウタジラ派の勝利であり，文法の規続化の完成
を意味するものである。
　Ar－rummaniは，10余の作品を書いたが，ほとんどがコーランと文法学に関するもので，　sharb
Sibawayh（Sibawayh解説）Sharl，’uSαl　ibn　as－sarraj　（lbn　as－sarr萄　の根本原理の解説），
Sharb　a1－’alif　wa　a1・hm　li　AI・・m乱zini（Al－mazini定冠詞論解説）Sharh　A§・・亭ifat（修飾語の研
究）などがふくまれている。
　△Abu　al－fatゼuthm知ibn　jinni（39211001－2）は，4世紀末を飾るにふきわしいアラビア
語研究上の業績をあげている。彼は，モウスルのモスクで文法を学んでいた時，たまたまAbG
“ali　a1－farisiに出会い，これを機会に，語形論研究のため，40年間にわたりA1－farisiの弟子に
なったといわれる。
　Ibn　jlnniは，バスラ学派のIbn　duraydによるa1－ishtiq殉（語原の書）以来の語原研究の業
績もあげている。師の死後，バグダッドで代って師となり，語形論を申心とした文法学の研究を
行ったが，彼の入柄を伝える伝承に次のようなものがある。「彼は，詩人のAl－mutanabbiと，
その詩を一行も読むことなく，文法上の閥題で論議を吹きかけた。しかしA1－mutanabbiは，
“ この男の才能を，多くの人達は知らないのだ”と言った⊥という17）。
　もっとも，彼の著書の中には，「Al－mutanabbi詩集の解説」というもの1があり，この伝承を
信じがたいものにしている。
　彼の著作のなかで注目されるのは，kitab　a1－kha§灘s　fi璽ilm，us澱a1一くarabiyya（アラビア語語根
詳解）18）という語根と派生文字の研究を中心としたものである。
　この申で，語原を，小語原（a14shtiqaq　al－a§ghar又はaS－§aghir）と大語原（al－isht圭qtiq　al－
akbar又はal－kabir）に分類している。前者は，　mo－一語根が一定の配列碩を基礎とする派生語群
の体系をさす。例えば，salam（平和）silm（平禾目）salima（安全であった）yaslamu（安全にな
る）salim（安全な）などいずれも「S．　L．　Mjを語根とする語群の体系がこれに当る。これに
対して，後者は，同一語根のあらゆる組合せ（三子音根の場合は，6通りの組合せが可能）にょ
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って生ずる語群が，同一の意味を示すもののことで，例えば，KLM，　KML，　MKL，MLK，
LKM，　LMKを語根とする語が共通の意味を示すというような場合をいう。
　彼の著作の中には，このほか，kitab　sirr　a§一§inita　wa－asr浸r　a1－bal鰭ha（叙実の秘法と修辞
の秘密）19》，ai－mun§if，　sharh　kit訪at－taFrif　ii　Abi　tuthmEn　al・・mEzinl（Al－m浸ziniの語形論
論考）20），および，mukht照ar　at－tasrif　al－mulgki（語形論概要）21｝があり，あとの二著におい
て，従来のA1－m五ziniにおける§arf論と，自己の各arf論の展開を説いている。
　彼が，ギリシャ文法に精通しており，言語の根源を，taw嗣u更（有姿）と1§ti1鈎（規範）のう
ち，どちらかと云えば後者に求めたがっていたと伝えられるのは，Ar－rumm五n三の文法学と論
理学との混合による文法学の規範化の伝承と考え合せ，4世紀末のアラビア語研究の様子を知る
上で参考になるものである。
　△Abポa1三a1－q菰（356／966－7）は，4世紀における西イスラム世界の特筆すべき文法学者
である。彼は，アルメニアのカリカラ（qali　qala）に，　H　282年に生まれ，303年にバグダッド
へ行き，ここで，Ibn　durustuwayh，　Az’zajjaj，　A1－akhfash　aS－§aghlr，　Niftawayh，　Ibn　durayd，
Ibn　as－sarr葡，　Ibn　al－anbari，　Ibn　abi　al－azhar，　Ibn　shuqayr，など両派の学者から文法学を学
んだ。特にIbn　duraydとの関係が深かく，バスラ文法に傾き，　Az－zubay（強は，「彼は，バス
ラ文法に関しては，誰よりもよく知っており，雷葉を最も多く記憶し，ジヤーヒリーヤの詩の口
述者として第一人者であった」と伝えている。
　328年にバグダッドを出て，330年にコルドバ（qurtuba）lc移り，ここの大モスクで約25年間
アラビア語と伝承学を教えた。
　彼は，西イスラム世界に最初に文法学を伝えた学者であるが，自分の講義したところをまとめ
て，aLamali（口伝学）22》という著作とした。
　この書物は，A1－mubarridのa1－k互mi1と好一対をなすもので，文法学と，アダブとを混舎
させた作品である。
　尚彼の弟子の申で有名なのは，a1－1stidraq　“a1ゑSibawayh（Sibawayhへの補正）23）をものに
したAbu　bakr　az－zubaydi（3791989）で，彼は，この申で，　Sibawayhがふれていない80の語
形について論じているといわれる。
　△Ismatil　Ibn　“abbad（3851995）は，ブーヤ朝の宰相（wazir）であった。ペルシャ人の血統
を持つブーヤ朝は，3201932－－44811056’一一7の内，アッバース朝カリフの所在地たるバグダッドで
実質的な政権をにぎり，amir　a1－umar互’（大守の長）という称号を用いた。ペルシャの大部分は
ブーヤ朝の実質的支配下に入り，彼等は，Mutizz　ad－dawla，【Adud　ad－daula，　tlzz　ad－dawla，
Fakhr　ad－dawla，　Sayf　ad－dawla等，　dawla（王朝）という名をっけて知られている。彼等は，
学問や学者を大切にし，とりわけペルシャのrayyの宮殿においては，そうであった。すぐれた
学者や詩人達が，彼等の被護のもとに活躍していたが，その一人に，Ismlil　ibガab嫉dも居た。
彼はブーヤ朝の宰相となり，幾人ものAmirに伝えたが，　Mu“ayyid　ad－dawlaからa§領hib（友
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人）の称号を贈られ，As－§的ib　ibパabb五dという名で知られるようになった。ブーヤ朝のAmir
達が学問をよく保護したのは，この宰相に負うところが大きいといわれる。その彼自身が当時最
大の学者であった。彼は，出張する時は，きまって道申読む本を運ぶため1こ30頭のラクダを必要
とした。しかし，AM§fah互鍛iの有名なkitab　a1－aghani（歌の書）を入手してからは，これだ
けで満足するようになった。
　又，彼は，サーマーン朝のN的ibn　mansUr（ホラリーンの支配者N晦H世のこと）が，相
当の条件で，彼を宰相として，迎えたいとの密書をよこしたのに対して，彼の蔵書を運ぶだけで
も，400頭のラクダが必要だという返事を出して，上手に断ったという24）。彼についてのこれ等
の逸話は有名であるが，彼は，とも角，ブーヤ朝において，政治家としても学者としても，第一
級の人物であったことを物語るものであろう。
　彼の業績の内，最大のものは，al－mubit（太洋，取り巻くものの意）という辞書である。いわ
ば「大言海」ともいうべきものだろう。これ以後，アラビア語の辞書のことを，aLmu敏という
語で呼ぶようになるが，それは，アラビア語が，その語彙の豊かきと意味の深きにおいて，地球
を取り巻く大洋にも比せられるからである。
　△Abu　a1一加sayn的mad　ibn　f互rls（395／1004～5）は，　Ibn‘abb五dの師であるが，彼は，
ブーヤ朝の生んだすぐれたクーファ学派の流儀に従う学者であった。彼は最初HamdthEnで，ブ
ー ヤ朝のアミールに教えていたのであるが，Fakhr　ad－dawlaは，彼をRayyに掘き，患子AbG
舞1ibの家庭教師とした。ここで，彼は，　Ibn　tabbadという弟子に恵まれたのである。
　Ibn　f蕊risには，　I　O余の著書があるが，主要なのは，　a1－mujmal　li－al－lugha（言語概説）とい
現代的な配列法による辞書と，fiqh　a14ugha（雷語の掟）という二書である。後者は，文法
書で，後世a§一寧飾ibiという名で知られている。それは，弟子のA§一轟h圭b　ibn　tab嫉dが，一
歩先んじて他界し，Ibn　f銭risは，これを，弟子への献本としているからである。
　又，彼の書物の中には，al一ぬ亡海r　Ii－Thatlab（Tha“labの勝利）というものがあげられてい
るが，これは，彼が，クーフア文法学へ心酔していたことをよく物語るものである。
　§2
　イスラム歴5！西歴11世紀のアラビア語の研究は，今Nのアラブ世界におけるアラどア語研究に
直鍍的なかかわりを持つようになる。バスラ，クープア，およびバグダッドなど4世紀までの文
法学の研究成果は，5世紀に入ると，（イ）項目の整理，整然とした秩序立てが行なわれ，（ロ）文体，
用語，の明解化，明白化に主眼をおく，教科書の編集に利用され，これを更に記憶しやすいよう
にするために詩に作り変えることまで行なわれた。Az－zamakhshari，　Ibn　al－1）Ejib，　Radi　ad－din
al．astara塩zi，　Ibn　m醸k，　Ibn　hishim　a1－ansEriなどが相次いで，基本的な文法学の教科書を
作成したが，これ等は，4世紀に完成した規範的文法学にほとんど100％依拠するものである。
　一方辞書学の分野では，今日でも使用されるいわゆる大辞典の編集が，黄金蒔代を迎える。AL
jawhari（aS－§ibal？作成），　Ibn　manzUr（li語n　al－“arab），　Ibll　sidah（al－mukha§§a寧），　Al－fira・・
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zabadi（a1－qamUs　a1．mubit），　Az－zabidi（Taj　al－“arαs）などが，相次いで世に出た。
　以下，イスラム歴5世紀から，近代に致るまでの主要な文法学者をまず取りあげる。
　△Abu　al－qEslm　az－zamakhsharl（538！il43－4）の出現によって，文法学は，いわゆる教科
書時代を迎えることになる。彼以後の文法学は，従来の文法学研究の遺産を，出来るだけ，包括
的に，体系的に，しかも，単純，明解にして，基本的な教科書を作成するのに主眼を概くよう1こ
なり，独創性は，みられなくなる。
　彼は，中央アジアのkhuw且rizmに，　H　497年に生まれ，バグダッドを数回訪門して，　Abu
al－hasan　an－nisabUriやAbO　mudirr　al－i§fahaniなどに師事した。メッカに住居を構えたこと
もあるところから，jar　a1一励（神の隣人）とも呼ばれた。又，　fakhr　khuwirizum（フワーリズ
ムの誇り）というようなニックネームも付けられた。
　彼の著書の中でも重要なのは，コーランの注釈書として権威があるa1－kashshaf　fi　at－tafsirお
よび，文法学のal－mufassal（詳解又は諸章の書）25）という書物である。
　このほか，Muqaddima　al－adab（アダブ文学序説）という，アラビア語一ペルシャ語辞典，
Asas　a1－ba1鰭ha（修辞の基礎）という美辞麗句集，　a1－fa‘iq（優美）という伝承学上の非日常語
（a1－gharib）の解説書などがある。
　彼の文法書a1－mufassalという書物は，　Sibawayhのa里一ki伽にもられている項目のすべて
を論じながら，しかも簡潔にして要領を得た教科書であり，an－namUdhaj（見本）というペルシ
ャ語の著書は，aLmufa§sa1の抜粋本である。
　al－mufa§§a1には，その後，種々の解説が加えられ，拡充された。こうして，この書は，アラ
ビア語の文法学にみられる多岐にわたる問題の解説を加えることによって，規範文法の手本とな
った。アレッポの文法学者Abu　al－buqa　ibn　ya｛ish（64311245－6）は，　shar摯al－mufa§sal（al－
mufa§§alの解説）26》を完成したが，それ以来，今日までの文法の模範的テキストと見なきれる
に致り，従来あった文法学の著書は，かえり見られなくなった。Sibawayhのal－kitabでさえ，
少数の学者を除き，もはや研究きれない状態になった。
　△Ibn　al－hdjlb（64611248）は，クルド人の血を引く学者で，統語論（an－n的w）に関する
a1－k議ya（完全文法）という著作と，語形論（a踵arf）に関するash－sh醐ya（確定文法）という
著作を残した。これは，Az－zamakhshEriのal－mufaS§alにおいて，　an・nabwとaS－§arfが混
然としているのを，分離したものであるが，4世紀におけるIbn　jinniの伝統を生かしたもので
ある。この二書は，詩の形式で書かれていて，難解なため，弟子のRadi　ad－din　a1－astar浸肱di
（68811248）によってsharl）a1－kEfiya　27）（a1－k韻yaの解説）が書かれ，又tabd　al－q互dir　ibn
tumar　al－baghdadi　G　O9311682）によって，　sha均　shafiya　Ibn　b2jib　mata　sharh　shawahidi
（lbn填jibのsh韻ya解説と，その例証解説）28’が書かれた。
　文法書に限らず当時，いろいろな学問が，記憶しやすいように，詩の形式に書き直されたが，
このような詩は，教談詩（sh嶽at－ta’lim）といわれ，通常，ラジヤズ調，タウール調，等によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　42
るものが多かった。
　△Jam21　ad－din　ibn　m韻k（672！1273－4）は，　Ibn　ya’ishに師事して，　al－mufa§§alを学
び，Ibn願jib同様，　a1－mufaS§alの詩作を行った。しかし彼の場合は，　an－nahwと，　a§一§arfを
分けなかった。彼が詩作したものは，1001行に及ぶ。ラジズ調の詩となったため，a1－alfiyya（千
行の）2｛》という名称で知られている。
　アラブ轍界で，今日でも重視されるこのa1－alfiyyaは，簡潔で，記憶はしやすいが詩であるた
めに，無理に簡潔にしたきらいもあり，どうしても，解説書が必要である。この要求に充分応え
ているのが，Bah謬ad－din　cabd　a1－1浸h　ibl1‘aqil（76911367－8）　によるsharb　Ibn　taqi1（lbn
taqilによるal－alfiyyaの解説）30）である。
　Ibn　malikは，このa1－alfiyyaの留頭の詩で，これの完全さを誇って，次のように詠ってい
る。
　　これは怒りなき喜びを求めるに値いするもの，
　　これは，Ibn　muttyのa1－alfiyyaを凌駕するもの，
　と，しかし，解説によると，ここまで詠んで眠ったところ，夢の中にIbn　m戯yが現われ，
彼を激しく批難したので，翌朝目がきめると，早速，
　しかし，Ibn　muttyは，開拓者なる故に，
　　優先の利を取るべき者，
　　彼も，報恩に値いする。
　　神よ，余と彼に，あの世で，。
　　豊かな御恵を垂れ給え。
と詠いっいだといわれる。
　△Abu　al－hajjaj　yUsuf　．　ibn　sulaymdn　a1－at正am　ash－shantamari（4761108g－4）は，ジャー
ヒリーヤの詩集a1－mutallaqatの解説の他に，　sha晦ash－shawShid（例証の解説）という文法書
を残している。これは，Sibawayhがa1－ki戯bに用いている文法．ヒの例証詩の解説書である。
sha由ash－shaw的id　とかsh－shur⑰al－abyat（詩の解説）というような名称で，多くの学者が
kitib　Sibawayhの例証を説いているが，今≧｛‘1朋しているだけでも，18人の学者がこれを手がけ
ている。
　△Ibn　ajurrum　a§一§anh蕊ji（72311323）は，文法学の概説書al－ajurrumiyyaという詩形式の
著作を行った。この書物に用いられている手法は，Ibn　m21ikのal－alfiyyaのそれであり，文
法学上の基本的な聞題を，一層簡潔にまとめている。今日でも，広くテキストとして，用ひられ
ている。
　△AbU　muhammad“abd　a1－lah　jamal　ad－din　ibn　hisham　al－anSari（76111359）は，708年
カイロに生まれた。彼は，約29種の著作をものにしているが，なかでも，mughni　al－1abib（理
解を豊かにするもの）31）およびshudhttr　adh－dhahab（金片集）32＞の二著は，特に有名な文法学
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書で，これをもって，エヂプト学派の手本とするのが通例である33）。
　工bn　khaldgnが，「我々がマグレブに居た時，いつも，エヂプトにIbn　hishamというSiba－
wayhよりすぐれたアラビア語学者が現われた。」34）と語ったと伝えられているが，王bn　hishimの
上記二著をみると，バスラ文法を柱としながらも，比較的よく先行学者の所説を論評しているこ
とがわかる。特に，mughni　a1－1abibではエヂプ1・学派の，バスラ，クーファ，バグダッド諸学
者への批判がよく展開きれている。
　△｛Abd　al－qadir　ibn　tumar　al－baghdadi（109311682）は，　Ibn垣jibの語形論を扱った詩形
式のash－sh誠yaのsharh　（解説）　を残しているが，　このほか，　khizana　al－adab　wa－lubb
lubab　lisan　al－“arab（アダブ文学の宝庫と，アラビア語の要点）という著書を残している。この
書物は，元々文法上の例証詩の解説を目的としたものであったが，著者は，それぞれの例証詩の
作者や，その伝記などを研究し，文字通りアダブ文学の宝庫と言うにふきわしい作品にしてい
る。この作品は，ALmubarridのal・・karnilや，　A正一qaliのaLam蕊1iと同種の「文学と文法学
の混合」をはかったものであるが，文献学的にみても価値が高いものである。それは，彼が文学
について広範な知識を有し，すでに失なわれている書物についてもふれており，今まで他で求め
ることが出来なかった古代の詩を明るみに出すなどしているからである。
　△Germanos　far埴t（ll45／1732）は，マロン派のキリスト教徒で，　bahth　aLmaζalib　wa－
hatt　a鍾混1ib（問題の調査と学者の休息）という文法書を著している。これは，近代アラどア語
研究の先駆をなすものであるが，内容的には，Ibn　hlsh蛋m，王bn　m銭1ik，王bn頃jibなど，いわ
ば「教科書」学者達の著書を資料としたキリスト教徒の手になる文法書である。
　△Butrus　a1－bustanl（130011882～3）は，辞書学研究に加えて，文法学に関しても，造詣が
深かく，mi§b的at・・t蕊lib　fi　bahth　a1－ma副ib（閥題の調査に関する学者の灯）をベイルートで，
1854年に出版し，さらにmift的a1－mi§b砺丘aS－Sarf　wa－an－nahw　li撮一madaris（学校用の文
法学の灯のカギ）というテキストを1862年に出版した。いずれも，Gemlanos£ar願tの文法書に
依拠したものである。
　△Sa‘id　al－kh通ri　ash－shar麺ni（133011911～2）は，　aqrab　a1－maw互rid　ili　af§a｝3　al“arabiyya
wa－sh－shawahid（正則アラビア語と，言語的変則の近似例証）という3巻物の著作を発表した。
このなかで，彼は，主として，有益な文学上の引用，変則的な例証をとりあげている。
　伝統的な語原研究を受継いだのは，Abmad　efendi　far1s　ash－shidyag（130011882～3）である。
彼は，イスタンブールで有名な哲学的雑誌al－jawa’ib（返答書）を発行したが，多岐にわたる文
学活動を行い，著作の申には，Sirr　a1－1ayゑli　fi　a1－qalb　wa－a1－ibd訓（音韻転換と音声変化に関
する夜々の秘事）は，類似子音による語漿のまとめや，同じ子音の異順による同一意義語群など
を紹介しているが，これは，明らかにIbn　jlnniの大語原，小語原の分類の紹介である。
　N　a§if　al－yEziji（128811871）は，　Germanos　farh厩　を更に要約して，　fa§l　al－khi痕b　a’u§澱
1ugha　al－i’r互b（ベイルート1836）を発表している。
　これ等ベイルートの学者達の著書は，ヨ・一・Wッパのアラどア語研究の参考に供されているが，
WMiam　Writeも，　Arabic　Grammar第3版の二版巻頭言で，　Ibn　malik，　Az－zamakhshiriな
どと共に，Germanos　fa毒誰やB瞳us　al－bustaniなどを参考にしたとのべている。
　尚，このような4世紀以降の規範的な文法学は，現在，アラブにおける文法学の主流をなすも
のであり　‘筆者は，dfir　al－tulumの元教授tabbas加sanによるan覗的w　al－w浸fi（4巻：dar
a1－ma駈if　1964年）が，　Ibn　mErikのal－alfiyyaと対比しながら編集きれているのは，その代
的な例であると注目している。
　§3
　イスラム歴5世紀以降，アラビア語の辞書学は，大辞典時代を迎えるが，文法学同様，現代の
アラビア語辞書学と直接的なかかわりをもっ重要な辞書が編集されているので，その歴史を明ら
かにしておきたい。
　アラビア語の辞書学的研究は，当初「馬」とか「雨」とかの如く，項目別の語彙の蒐藥，解説
にはじまり，多くの項目別語彙集の結集による大辞典の完成から，これのアルファベット顎の辞
典編集へと発展して行く。この中にあって，Al－khalil　ibn　tahmad35）は，調音点を基準とする語
の配列を行った辞書，kitab　al・・“ayn・3°）を完成しているが，サンスクリット辞書学との関連を示
唆する。5世紀の辞書学研究は，おおむね最後の発展段階に達したとみてよい。
　即ち，AI－jawhar三によるaS－§ihah，　Ibn　manzUrによるlisan　al－tarab，　Ibn　sidahによるa1－
mukhaS§as，　A1－firUtzabadiにょるa1－qamtts　a1－mu塊，　Az－zabidiによるTaj　al・・tarUsなどの大
辞典が相次いで完成したのである。
　△Abu　na§r　ism翻a1－jawhari（39311002～3）は，従来みられなかった大辞典を完成した。
　彼は，トルキスタンの肱rabの生まれである。有名な哲学者Aba　nasr　al－f蕊r蕊blや，雷語
学者Abαibrah三m　al－fErabi（350！961～2）と岡じ土地に生まれているが，後者は，　Ai－jawhari
の伯父に当り，diwan　a1－adab（アダブ文学秒）を著わしている。
　Ai－jawhariはイラクで，　Abポali　a1・・firislやAs－sirEfiなどに師事して，文法学を学んだあ
と，ヒジヤース地方を旅行し，RabitaとかMudarというベドウン居住区で生活した。後にNi－
sabifrに帰って，著作活動をはじめた。
　彼の主著Taj　a1－lugha　wa－Sihah　al－“arabiyya（言語の王冠とアラビア語の正則性）は，普通
略してa§一§i垣hとよばれており，先行学者や彼自身の所説を書き込んだ距大な辞典である。
　A§一§iり的で注目きれるのは，単語が語未子音（語根の）によって配列きれている。次いで終
りから二番目の語根をアルファベット順に配列している。例えば，bの項目をみると，abab，　atab，
adab，　adhab，　arab．　．．のような語順になっている。
　このような配列は，のちのアラビア語の辞書においても採用されるようになったもので，脚韻
をそろえるために，同じ語末音の単語を探すのに便利なものとなっており，辞書学が，詩作の必
要上発達したとの解釈も成り立ち得る。
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　Al－jawhariは，この辞書をdの項目まで書き終えたところで，屋根から落ちて死亡した。彼
は，as－§i垣毎を嘩dの項まで書き終えた時，　NisEbUrの古いモスクへ行き，その屋根に登って
「皆さん，私は，余入のなきなかった仕事をした。今一つ，誰一人しなかったことを実行してみ
せませう」と言って，扉を二枚両脇にしばりっけ，高所から飛行を試みたが落ちて死んだと伝え
られている。そこで，彼の弟子Ib盃him　al－war甑qは，師が生前集めていた資料を基にして，
これを完成した37）。古来寧abahともsih乱hともよばれている。
　この辞書は，古典的評価を受け，しばしば注釈が加えられ，補遣がっけられたりして，広範な
辞書学文学の起点となった。
　△M晦ammad　ibn　mukarram　ibn　manzar（71111311～2）は，　A1－jawhariのas－§iり的お
よびそのhaw五shi（脚注）等をとりまとめて，　lisin　a1－tarab（アラブ人の言語）とという20巻
に及ぶ大辞典を完成した。ベイルート，195516．15巻ブーラックHI300～1308．20巻がある。
　△西イスラム世界では，ムルシア（mursiya）のAbu　a1毒asan　ad－darir　abi　ibn　ahmad　ibn
sidah（458！iO65～6）が，　Khali1の手法に従うmuりkamという注目すべき辞書と併行して
a1－mukhas§as丘a1－lugha（言語専門書）という17巻の辞書を著わした38）。
　この辞書は，a寧一§ihah　lisan　al－“arabとことなり，項目別の大辞典であって，この意昧では，
吉典期の辞書学の記念牌である。
　彼は，このほか論理学に関するものや，a1－bam2sa詩集の解説などを行っているが，　a1－mu－
kha§婁asの著者として特に有名である。
　△Majid　ad－din　al－firαzabadi（817！1414～5）は，アラビァ語の中に入っている外来語の研
究などをした上で，大辞典の作成に献身した。
　彼は，ペルシャのシイーラーズに生まれ，まずイラクへ行き，次いで，ダマスカスへ移り，
Taqi　ad－din　as－subkiに自弔事した。その後，インド，メッカ，イエーメンなど各地を旅行し，イ
エーメンでは，主任法官になり，ここからしばしばメッカやメヂナへ旅行した。彼は，この数度
にわたるヒジャース地方への旅行で，多くの資料を集め，60巻（一説には100巻）におよぶ大辞
典を完成したといわれる。これの抄本を残しており，alqam「ts　a1－mubit（取り巻く大海）という
名で知られている辞典である。これは，紗本とは言え，AI－jawhariのaS一曲麺と，　Ibn　manzUr
の1isan　a1－“arabに匹敵する重要な辞典である。　Hl272（1856）ブーラック版4冊本がある。
　△M晦ammad　murtad蕊az－zabidi（120511790～1）は，　FirgzabEdiのa1－qErnus　a1－mu斌
を改訂した。Az－zabidiは，南アラビヤからカイロへ移住し，ここで，幅広い活動を行った。特
に伝承学者としての地位が高かく，彼の権威は，学者はもちろん，諸候を引きつけるに足るもの
であった。経済的にも恵まれ，生涯研究に打ち込んだ。
　その主著は，丁湧al－tar5s　min　jawEhir　a1－qam囎　（大海の宝石による花嫁の王冠）という10
巻からなる辞典である。またヨーロッパではLaneのlexiconの底本となるなど評価は高い。こ
の中には先行学者の所説が多く紹介されている。
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　尚，彼は，A1－ghazili又は，　AI－ghazz浸liのillyE　tulUm　ad－din（宗教学の復活）の解説を行
い，it願f　as－sEdat　al－muttaqin（敬神の碧主の贈物）という題名で，発表している。
　△Jaial　ad－din　as－suyu㌻i（91至11505～6）をここに入れるのは，適当ではないかも知れない。
彼を単なるアラビア語学者とするには，あまりにも多岐な文学活動を行っており，アラブにおけ
る代表的な多作家である。彼は，ペルシャ人を父とし，トルコ人を母として，エヂプトのasy眞
に生れた。
　彼は，カイPの多くのモスクで教えるようになるが，自惚が強よく，多くの敵を作った。著作
は，約300種あると自ら書いているが，それ以後のものも含めると500又は600種に達するといわ
れる。
　彼が第一に熱中したのは，神学，特にコーランの研究，伝承学，法学であったが，スーフィズ
ムにも関心を示した。第二は，言語学，修辞学，アダブ文学，第三は，歴史である。
　彼の著作には，独創性は，あまりなく，ほとんど先行学者の所説を紹介しているものにすぎな
い。それにしても，古い著作の失われている今日，彼の著作は，何かと至便である。
　主要なものをあげると，神学関係で，まずal－itqan　fi　“u1Um　al－qur’Zn（コーラン学の解明）
㌻abq翫a1－mufassiriR（コーラン注釈学者列伝）Tafsir　A1－jalalayn（二人のJalalによるタフシ
ィール，彼の師Jalal　ad－din　a1－mahalliとの共著）などがある。
　言語学に関するものでは，A1－muzhir　fi　tu19m　al－lugha（雷語学明解）3q・），　Iubb　al－lubZb　fi
ta勾rir　al－ansab（血統学精粋）があり，後者は，名前の正しい使用法に関する研究書である。
　al－iqtirab　fi　tilm　usal　an－nahw　wa－jadalu（文法学の原理と論義に関する提雷），　a1－ashbah
wa　aかnaz訓r（類似語と対応語）40）など，かなり有名なものである。
　又，歴史に関するものでは，badE’i‘az－zuhar　wa－waqa’i‘ad－duhUr（花の驚異と時代の出来
事），ta、rikh　al　khulafi’（カリフ伝），加sn　a1－mu願dara　fi　akhbar　miSr　wa－al－qihira（エヂ
プトおよびカイロの年代記に関する美わしい講義），ash－shamゑrikh　fi　tilm　at－ta’rikh（歴史学
に関するナツメヤシの花序）などがある。
　bughya　al－wu翫fi　tabaqat　an－n的wiyyin　wa－al－iughawiyyln（文法学者および辞書学者列
伝）41）および・Baζm　al－“iqyam　fi　a璽頭n　al－a“yan（重要人物に関する金細工）は・貴重な資料
を我々に提供している。薦者は，本稿をまとめる上でしばしば用いたが，後者は，9！15世紀の人
物伝である。
　又，彼は，Ibn　hish舳のmughni　a1－1ablbの例証解説sha蜘shawゑhid　mughni　al－labibお
よび文法書ham“al－hawami“sha蜘jamt　al－jawamit（jamt　al－jawamit角奉説）43’というすぐれ
たテキストを著わした。
　以上のような辞書学研究の成果は，ベイルートの“辞書学派”によって，近代にそのまま引き
っがれている。
　例えば，Bu卿s　al－bustini（1300！1882～3）によるM頭i書a1－muhit（大海の大海）というす
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ぐれた二巻ものの辞書は，AI－fir最zEbEdiのal－qZm6s　al－muhitの語彙を，単にヨ・一ロッパ式
のアルファベット順に書き直したものにすぎない。
　又，Luwis　maClttfによる辞書al－munjld・31も，このような辞書学の歴史の上lc完成したもの
である。これ等ベイルートのキリスト教徒の手になる辞書は，Butrus　a1－bustEniをはじめとし
て，単語の第一語根をアルファベット順に整理するというヨーVッパ的な方法を採用し，aL
munjidにみられるように，巌密な語根による区分，説明の簡略化に成功している。
（注）1）As－sirafi：akhb翫r　an－nahwiyyin　al－ba§riyyin（カイロ初版）Mu与ammad　al－mun‘imおよび黙hE
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎
　　　　muhammad校訂，序文P7－8。
　　2）H2851898，バスラ学派を代表した学者，著書にkitab　al－kErni1（W．Wright，　Leibzig，玉864－1892。
　　　　カイロ版は，H1308　2巻本がある）がある。文法学では，　Sibawayhのal＊kitabを基礎に論理と修
　　　辞をを駆使した。
　　3）H2911903－4，クーファ学派を代表した文法学者。　kit飾al－fasih（J．　Barth，　Leipzig　1876），　kitab
　　　　qawa‘id　al－shi‘r（C．　Schiaparell三，　Actes　VI王lc　congrさs　Inter，　des　Orientalistes，　Leyden，1890）などの
　　　　著書がある。
　　4）クーファに生まれ，バグダッドで成長，著書に‘adab　a玉一k巨tibおよび‘uygn　al－akhb盃r等がある。
　　5）工bn　an－nadim：al－fihrist（カイm　イスティカーマ版）P121以下に「爾派を混合した」文法学者の
　　　　紹介がある。
　　6）As－suyU？i：bug駐ya　al－wu‘且t（Mu｝｝ammad‘abu　al－faφl　ibrEhim校訂（1965）H－P180－81。
　　7）バグダッドのムサンナーで，オフセット版が幽ているが，　ヨーロッパでは，H．　Derenbourg，　Paris　1
　　　　1881　111889　がある。
　　8）筆者は注Dのカイロ版を参照しているが，F．Krenkow，　Alger，1936がある。
　　　9）　bughya　I－P5290
　　　　　v
　　10）al一飾rist：kh田awayhの項。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　V　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　11）（AD916～964），　Al－mutanabbi，　AbU　firEs．哲学者のAl－f巨r巨blなどは，彼の被護のもとに活躍し，
　　　　Abu　al－faraj　al－isbahaniは，　「歌の書kitEb　al－aghani」を彼に献上した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒
　　12）‘abd　ar－arhim　mahmudの校訂（1941）になるカイロ版がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　13）　bughya　正一P497。
　　　　　　∀
　　14）（AD936－983）イスファハーンに生まれ，バグダッドで死亡，ブーヤ朝のサルタン。ケルマーンや
　　　　オマーンを征服し，ワーシトでトルコ族を破り，バグダッドに入った。イラーク，ジルジャーン，タ
　　　　バリスターンを支配し，カリフは，彼にShdhinshiの称号を贈った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　v
　　15）　bughya　II［－P180－81。
　　　　　V
　　16）同上
　　17）　同上，　R，　Pf320
　　18）Muhammad‘all　an－najjar，1952，1955，1956，カイロ版がある。
　　19）簾u鈍afa　as－saqqa’，　Ibrahim　Mu銭afa，　Mu与ammad　az－zazEf，‘Abd　allah　aminが1954隼から刊行を進
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　　　めている。
20）IbrEhlm　mustafE，‘Abd　alltih　amin，3巻1960駕カイv版がある。
2D　G．Hobergの訳注Leipzig　1885年がある。
22）1926年カイロで4巻物として刊行されている。
23）IgR　Guidi，　Rome，1890．　　　　　24）bughya　I－449。
25）　」．P．Broch．　Christiania，1879．
26）G．Jahn　2巻，　Leipzlg　1882，1886．尚，カイロ版（al－muniriyya版）も便利である。
27）各所で，禺版された。イスタンブールH1310。　BalEg版H1299，　T6h6ran　H1271，1275，　Lucknow
　　　AD1882。
28）Muhammad　ngr　a1－hasan，　Muhammad　az－zafzaf，　Muhammad　muhyi　ad－din‘abd　al－hamid，ヵイロ
　　　4巻，　T358／19390
29）（イ）S．de　Sacy，1’Alfiyya　ou　la　quintessence　de　la　grammaire　arabe，　Paris　1833．又，　この内8章を
　　　　Anthololog　ie　Gr．，　Paris，1829．に訳禺している。
　　　（w）A．Goguyer：da　Alfiyyah　d’lbn　Milik　Bcyrouth，1888．フランス語の駅及び注。尚，　Goguyerは，
　　　　Ibn　M蕊likのLamiyyahも訳している。
　　　㈲Errico　Vilto，　Ebn　Malik，　L’Alfiiah．訳，注　Beyrouth，1898，尚，カイロ版1306，1307版1888な
　　　　どもある。
30）Dieierici，　Leipzig，1851，仏語による注，　Berlln　1852，ドイツ語訳。　BUIaq版1252，カイロ版1306，
　　　Beyrouth版1872などがあるが，　Muhammad　Muhyi　ad－din‘abd　a玉一hamid　2巻1951はすぐれている。
31）Muhammad　muhyi　ad－din‘abd　al－bamidが，校訂2巻ものとして仕｝版している。
32）Muhammad　muhyi　ad－dln‘abd　al－hamidの校訂がすぐれている。カイm1951。
33）尚，この二著に加え，Q．atr　an－nada　wa　bull　as－sadaという文法書を書いているが，　A．Goguyerによ
　　　る訳がある。La　pluie　de　ros6e，6tanchernent　de　la　soif　Trait6　syntaxe　par　Ibnu　Hisb互m，　Leyde，
　　　1887．　　　　　　34）　bughya　lI－P69。
　　　　　　　　　　　　　　　　星
35）H174／790。文法学の父Sibawayhの師である。
36）アラビア語最初の辞典。‘aynの項からはじまるのでkitab　al－‘aynとよばれている。‘Abd　al励
　　darwish校訂で刊行がすすめられている。尚，辞書学史に関しては，　John　A．Haywood．Arabic　Lex－
　　icography，　Leiden，1665．　Darwish，　al－ma‘ajim　al－carablya，　Cairo　l656．などすぐれた研究資料がある。
37）bughya　I－P447。　Ahmad‘abd　al－ghaffar‘attEr　l　556．　1658．6巻。
　　　　　v
38）嗣＿ヒ　　豆一P143。ブー一ラックJOrX，　H．1316－1321．17警r≦。
39）Muhammad　ahmad　j互r　al－mawla　bEk，‘Ali　Muhammad　a1－baj互wi，　Muhammad　abu　al－fadl　ibrEhΣm
　　等によってカイロで嵐版されている。尚，Fischerは，　Z．　D。　M．　G．　vo1．59，1900，　p．548－554で，
　　MuzhirかMizharかについて論じている。
40）　Ha1derabad　銭1360，1360，1361　4巻0
41）（注6）参照。本稿では，これを資料に活用した。
42）カイロ　H1327　2巻。
43）初版は1908無出版きれた。現在第5版が拙版きれている。
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